
第７回オープンスクエア（平成 21 年 12 月 13 日） 

１班（６人）  27 件 

市民に任せる

所は、信頼関

係を作り、市

民へ任せる。 

市民の提案を生か

す自治基本条例を

作って欲しい。無視

されることが多い 

審査委員会を作る

こと 

市民団体の提案

は検討する市側

の対応が遅い。 

１年たっても 

まだ解答なし 

必要と認められた

事業は、業務委託す

べし、協働という大

きなキーワード 

税収の落ち込み 

→市職員の削減 

→市民の団体への

委託等増すます進

むが、経費削減の額

と実行性不明 

協働をスムース

に行うためには

市の課長以下で

なく年に数回は

部長、次長を含め

た全体会が必要 

行政は、都合の悪

い市や適合しない

年は、拒否する傾

向がある。 

行政に 

  何が可能か 

行政に 

できる事 

市民が 

出来る事 

市民団体が持つ 

問題意識について 

共有すること 

＊どうしたら共有

出来るか 

老人を 

うまく使う方式を

推進する 

地域の 

ニーズ 

地域の 

ニーズは 

対 等 

協働意識は、官と

民とでは、どちら

が強いか。 

テーマ設定と 

ＰＲをうまくやれ

ば、人は集まる 

専門家も加わる 

テーマ設定が 

課題 

テーマ設定 

が課題 

目標・目的を 

しっかりと持つこ

とが大切 

お互いの歩みより

と理解が大切 

ネットワーク 

構築 

公もひとりひと

りは、市民とい

う意識が大切 

結果を出す 

よろこびを 

わかちあう 

広がりが大切 
ひとつの家族と

思うこと 
市民の意識の 

向上 
感謝の気持ちを

持つ 

働かざるもの 

言うべからず 

市民参加を呼びか

けて、いかに参加

してくるのか？ 

が問題 

コーディネーター

が必要 

活動としての 

盛り上がり 

市民意識の 

向上 盛り上がり 

協 働 と は 

協働より共感が 

大切 

共
感
が

大
切 
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第７回オープンスクエア 

２班(６人) 30 件 

 
協 働 と は ？ 

協働の 

意識 

考え方 

自治基本条例の 

必要性と意味 

歴史の中で 

行政中心(主導)か

ら民間のルールを

つくっていく為に

必要なもの 

一番大切なのは、 

目的・目標 

市民主権 

［小田原の協働］

推進条例に規定

されている以外

にも協働がある。

①日常生活 

②公募委員 

自

治

基

本

条

例

で 考
え
る 

［ 行 政 の 姿

勢］ 

税金で担保さ

れている仕事

事業仕分けに

よって、事業が

カットされて

いないか 

［公とは～］ 

日常生活の環境

そのものという

自覚から 

組織づくりを 

しっかりと 

公的部門は、 

税金によって

担保 

［行政の姿勢］ 

審議会、委員会等

の委員の選任基準

を明確(公明に)し

ていくこと 

公募委員の選

択への疑問 

協働 

議員の 

役割は？ 

議 会 の

方々 の対

応が大切 

組織づくり 

(議員)をより

生かしていく 

委員の選ばれ

方への不信感 

行 政 

［民間部門］ 

営利活動の公共性に

ついて自覚の必要 

民間部門は 

営利活動による 

企 業 

協 働

となり近所 

民間の中にも 

協働がある 

市民委員も 

協働のひとつ 

民間部門 

個人、市民活

動とはボラン

ティアのこと 

例 

小田原映画祭の

成功 

市民団体へ移行 

スクールボランテ

ィア役立っている

か？ 

がんばっているが

よく分からない 

ＰＴＡ活動 

ＰＴＡ活動の 

学校 

保護者 

地域 

個人・市民活動団体 

自ら自助・共助・公助

と並べて言われてしま

うと～ 

お互い三つの連携があ

ってこそ、それぞれ成

り立つ 

･自らできる事 

･お互いが協力で

きる事 

･役所ができる事 

自助が出来る環

境を担保する共

助態勢、控除態

勢の整備も大事 

意識 自ら 

互いに 

役所は 

まとめ 



第７回オープンスクエア 

３班(６人) 32 件 

 

水平な立場で

の情報の流れ 

情報の 

共担の立場 

意見を 

言える場所 

発言力をそれ

ぞれの立場で

強くする 

生の声を吸い

上げて集結し

行政い伝える

仕組みが必要 

ナレッシマネージ

メントを 

情報共有の義務化 

よその部署でつく

った書類がただち

に見られる仕組み 

市民の側からの 

積極的な情報提供 

部長・部門へ

の訴えがで

きたらいい 

(市長では大

げさすぎる) 

パイプライン

情報をしっか

り伝える 意見を集める場が

協働力が必要 

議員さんとの 

関わり 

(バランス) 

情 報 の 共 担 

基本に 

基づいた 

考え方 

リーダーの 

指導力 

理解力 

熱心な人とそ

うでない人が

いて後者の方

が多い 

自治会長さん 

(リーダー)の情報

処理能力が必要 

コーディネー

ターの理解力 

現場や課題に

ついて 

行政や団体の 

担当者の理解力

のフィルター 

人 材 育 成 

市民・市民団体

が自立すること 

ＮＰＯ同士の 

つながりが必要 

つながって力を

つける 

学校と学校 

市民団体同士 

企業同士 

つながりもまだ少ない 

大学とのつながりが 

必要なのでは。 

･･･連携するべき 

団体同士との 

つながりが必要 

知り合う場が 

必要。 

子どもたちが 

集まってはしゃげる

場が欲しい 

子どもたちも 

集まれる 

共同の場 

場 と つ な が り 

現場から 

分化して 

いく「公」 

国鉄 国営製鉄 

↓   ↓ 

ＪＲ  企業 

  森林管理署 

 

森林 
山
ノ
王 

市民団体 

企業 

森林組合 

ばらばら 

つながり 

現実 

行政 

企業 

個人 

現実からはじまる 

行

民

企

個

 

つながりを求める 

円 融 合 

協働は 

絶対大切である 

協 働 と は ？ 




